
全国シェアサイクル会議資料（岡山市）

令和４年３月15日（火）

岡山市都市整備局 都市・交通部 交通政策課 自転車先進都市推進室



➠新幹線、在来線（あわせて８路線が乗り入れ）

➠高速道路（東西に山陽自動車道、南北に中国横断自動車道・瀬戸中央自動車道）

➠空港（国内線3路線、国際線4路線を有する桃太郎空港）
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岡山市の概要（広域アクセス性）



➠自転車が利用しやすい気候や地形
・瀬戸内特有の温暖な気候に恵まれた「晴れの国」
・市南部に広がる高低差の少ない平坦な地形

▲岡山市の地形図
国土地理院地図を加工して作成（標高10ｍ以上を着色）
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岡山市の概要（自転車に適した地域特性）



基本方針３：便利で手軽な道具として、気軽に使うことのできる都市 

つかう 

(１)シェアサイクルの充実 

１)利便性の向上 

２)持続可能な運営 

３)安全性の確保 

４)適切な維持管理（将来を見据えた機器更新） 

(２)自転車の公共交通への持込み促進 

(３)モビリティマネジメントによる自転車利用の促進 

(４)自転車利用に係る適切な情報提供 

(５)自転車通勤等の推進 

(６)災害時における自転車活用の推進 

 

▲計画目標と５つの基本方針

➠岡山市自転車活用推進計画
・これまでの取り組みを継承するとともに、自転車を取り巻く環境の変化等を踏まえた計画
・令和４年３月策定予定（※パブコメ R4.2.10～R4.3.10）

▲基本方針（つかう）と施策体系

岡山市自転車活用推進計画における
シェアサイクルの位置付け
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岡山市の自転車施策（計画目標、基本方針）



【はしる】 安全で快適な自転車通行空間の形成 【とめる】 利用ニーズに対応した駐輪施設整備

【たのしむ】 サイクリングネットワークの充実 【まもる】 関係機関と連携したルール等の周知徹底
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岡山市の自転車施策（基本方針に基づく具体施策）



登録者数（平成25年7月27日～令和３年３月31日）
⇒ １５３，６４８人

回転率（令和元年度）３．５７回／台／日
（令和２年度）２．９０回／台／日 ※全国トップレベルの回転率

◆平成25年７月27日（土）運用開始（※数値は運用開始時点）
自転車140台・サイクルポート17箇所・ラック167台

◆令和４年３月現在
自転車412台・サイクルポート35箇所・ラック466台
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【つかう】コミュニティサイクルももちゃり（概要）



 年齢・性別を問わず安全で乗りやすい自転車

 ２０インチ、内装３段式ギア
料金プラン 基本料金

個人

１回利用 １００円

60分くりかえし利用 ２００円

回数券（７回券） ５００円

１か月利用 １，５００円

６か月利用 ７，０００円

１年利用 １３，０００円

法人 １年利用 １５，０００円

利用料金＝「基本料金」＋「追加料金」

使用する自転車 料金体系

6

【つかう】コミュニティサイクルももちゃり（車両、料金体系）



➣貸出

➣返却

ポートの路上端末機で
簡単に登録！

①モニターに氏名・携帯番号を
入力、基本料金プランを選択

②届いたSＭS(ショートメール)
に記載されたＩＤ・パスワード
を入力

利用者登録 貸出返却

③利用者カードをかざし、支払
方法を選択

※FeliCa対応カード（ICOCA等の交通
系ICカード、nanaco,WAON等の流
通系ICカード、専用カード）

④基本料金を支払う

ラックに返却するだけ！

利用者カードをカードリーダーにかざし
て、自転車をラックから外すだけ！

⑤利用者カード
をかざす

 簡単で便利な決済方法

交通系ICカード・クレジットカード・現金・口座振替

決済方法

その他、Webでの登録も可能
 ICOCA等のFeliCa対応ICカードがない場合は、

窓口で専用カード作成
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【つかう】コミュニティサイクルももちゃり（利用方法等）



「岡山市役所」サイクルポート

平成25年７月27日～令和３年３月31日

※令和２年９月７日～令和３年３月31日の回数券無料配布分は除く

（※令和２年９月７日～令和３年３月31日に実施した無料カード（回数券）による利用実績を含む）

登録者数（人）

Felica 149,528

専用ICカード 4,120

合計 153,648
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H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

（回/台日）日平均貸出回数 回転率

2.27 2.94 3.52 3.99 3.85 3.73 3.57 2.90

▲ももちゃり日平均利用回数・回転率の推移

▲サイクルポート数と自転車台数の推移（※各年度末時点の値）

年度 ポート数 自転車台数 ラック数

平成25年 17 140 200

平成26年 25 232 323

平成27年 35 332 452

平成28年 35 332 452

平成29年 34 412 442

平成30年 34 412 442

令和元年 35 412 452

令和２年 34 412 456

令和３年 35 412 466
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（回／台／日）（回）

【つかう】コミュニティサイクルももちゃり（利用状況等の推移）



➠地元トップスポーツチームとの連携（令和２年10月）
・岡山市内の９つのスポーツチームのチームカラーでラッピングした特別仕様のももちゃりを導入
・特別仕様ももちゃりの利用は通常より高い頻度となっている（日平均利用回数：6.2 回／日／台）

チーム名 導入台数

岡山シーガルズ（女子バレー） １台

岡山リベッツ（卓球） １台

グロップサンセリテ
WORLD-AC （パラ陸上）

１台

シティライト岡山（硬式野球） １台

天満屋女子陸上部（マラソン） １台

トライフープ岡山（３on３バスケ） １台

平林金属ソフトボール部
（男子・女子ソフトボール）

２台

ファジアーノ岡山（サッカー Ｊ２） １台

▲トップスポーツチーム特別仕様ももちゃり

▲事業スキーム
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【つかう】コミュニティサイクルももちゃり（地元スポーツチームとの連携）



➠ももちゃりを媒体としたPR広告の募集
・ドレスガードやフレーム等のスペースを活用した広告を募集（自主事業、運営事業者の広告収入）
・地元商工会議所やホームページ等を通して、広く広告主を募集している

▲PR広告募集チラシ

▲広告募集内容（詳細）

0120-921-151
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【つかう】コミュニティサイクルももちゃり（広告募集）



➠シェアサイクルを活用したコロナ対策
・コロナ禍で減少したももちゃりの利用を促進し、中心市街地の回遊性を高めることで賑わいの

回復への寄与を目的として、ももちゃりの利用カードを無料配布
・配布期間：令和２年９月７日～令和３年３月31日（約７か月間）
・配布枚数：8,000枚（※事前に７回分の基本料金をチャージ済）
・利用実績（無料カード利用分）：約1.８万回の利用 → 日平均利用回数に + 0.12回／日／台

利用回数
（令和２年度）

回転率
（回／日／台）

無料カード以外 418,031 2.78 

無料カード 17,647 0.12

合計 435,678 2.90

▲利用実績

▲無料カードとあわせて配布したチラシ

▲配布した２種類の無料カード（特別仕様）
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【つかう】コミュニティサイクルももちゃり（コロナ禍における利用促進）



➠利便性の向上（ポート配置の適正化、自転車の再配置等）
・周辺環境の変化や利用ニーズ等を踏まえ、展開エリアをやみくもに拡げず、スクラップ＆ビルドを

基本とした高密度かつ適切なポート配置
・運営事業者との連携を密にし、利用実績やアンケート等も積極的に活用
・ポート配置は、自転車の再配置業務とも密接に関係し、街の環境変化にも影響を受けることから、

最適なポート配置の検討については継続して取り組む必要がある
・自転車の再配置業務の効率化、再配置に係る人件費の圧縮が必要
・自転車を再配置する際の貨物トラックの停車場所の確保（荷捌きスペース等）

➠持続可能な運営
・現在は公募による運営事業者を募集（協定期間５か年）
・利用料金制による運営ではあるが、コロナ禍の影響もあり、事業の収支は芳しい状況ではない
・自主事業による広告収入など、利用料金収入のほかの収入源の確保等についても検討が必要

➠安全性の確保
・自転車の定期点検（毎年）、自転車損害賠償責任保険の加入（運営事業者加入済み）
・老朽化の進む自転車の定期的な購入（入れ替え）、メンテナンスフリー自転車の導入検討

➠適切な維持管理（将来を見据えた機器更新）
・H25（2013）年７月に本格運用開始後、約10年を迎えようとしており、機器等の老朽化が進行
・計画的な機器修繕や自転車購入に取り組んでいるが、大規模改修やその財源についても検討が必要
・新たなキャッシュレス決済（PayPay、auPAY等）への対応を検討
・新500円硬貨（対応済）や新紙幣（2024年上半期予定）等への対応が必要
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シェアサイクルの充実に向けた今後の取り組み



ご清聴ありがとうございました


